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家
事
の
夫
婦
間
で
の
分
担
状
況
に
つ

い
て
、
内
閣
府
「
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
調

査
」
に
よ
れ
ば
「
妻
が
行
う
」、「
妻
が

中
心
と
な
っ
て
行
う
が
夫
も
手
伝
う
」

が
約
九
割
に
上
り
「
半
分
ず
つ
分
担
し

て
行
っ
て
い
る
」
夫
婦
は
約
七
％
に
と

ど
ま
っ
て
い
ま
す
。
女
性
が
フ
ル
タ
イ

ム
で
働
い
て
い
る
場
合
で
も
「
妻
が
行

う
」、「
妻
が
中
心
と
な
っ
て
行
う
が
夫

も
手
伝
う
」
が
七
五
％
、「
半
分
ず
つ

分
担
し
て
行
っ
て
い
る
」
夫
婦
は
約
二

割
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
就
業
に
関
し
て
は
年
々

共
働
き
型
の
世
帯
が
増
加
し
て
い
る
に

も
関
わ
ら
ず
、
家
事
分
担
に
つ
い
て
は

依
然
と
し
て
女
性
に
負
担
が
偏
っ
て
い

る
の
が
現
状
で
す
。

夫
婦
の
生
活
時
間
で
見
比
べ
て
も
、

共
働
き
の
女
性
は
「
仕
事
・
通
勤
等
」

と
「
家
事
・
育
児
・
介
護
等
」
を
足
し

た
時
間
が
男
性
よ
り
も
多
い
の
が
わ
か

り
ま
す
。
あ
な
た
の
家
庭
で
も
「
男
は

仕
事
、
女
は
家
事
」
あ
る
い
は
「
男
は
仕

事
、
女
は
仕
事
と
家
事
」
に
な
っ
て
は

い
ま
せ
ん
か
。

厚
生
労
働
省
が
行
っ
た
調
査
で
、
出

産
前
に
妻
が
仕
事
を
し
て
い
た
夫
婦
に

つ
い
て
、
出
産
後
の
夫
の
平
日
の
家

事
・
育
児
時
間
別
に
妻
の
出
産
後
の

「
同
一
就
業
継
続
」
の
割
合
を
み
る
と
、

夫
が
家
事
・
育
児
に
全
く
参
加
し
な
い

場
合
が
三
九
・
一
％
な
の
に
対
し
、
夫

が
家
事
・
育
児
に
四
時
間
以
上
関
わ
る

場
合
で
は
実
に
六
六
・
七
％
の
女
性
が

職
場
復
帰
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
例
か

ら
も
夫
の
家
事
参
加
が
、
妻
の
出
産
後

の
就
業
を
後
押
し
す
る
こ
と
が
読
み
と

れ
ま
す
。

で
は
一
般
に
男
性
は
家
事
参
加
に
非

協
力
的
な
の
で
し
ょ
う
か
。「
夫
は
外

で
働
き
、
妻
は
家
庭
を
守
る
べ
き
で
あ

る
」
と
い
っ
た
考
え
方
に
つ
い
て
「
反

対
」「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
反
対
」
と
考

え
る
若
い
男
性
が
増
え
て
き
て
い
ま
す

が
、
同
時
に
こ
の
世
代
は
仕
事
に
お
け

る
長
時
間
労
働
者
で
あ
る
割
合
も
高

く
、
仕
事
中
心
の
生
活
に
な
ら
ざ
る
を

得
な
い
現
実
が
あ
り
ま
す
。
長
時
間
労

働
は
心
身
の
状
況
に
も
影
響
を
与
え

「
一
日
の
仕
事
で
疲
れ
退
社
後
に
何
も

や
る
気
に
な
れ
な
い
」
と
訴
え
る
人
も

多
い
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
男
性
が
積
極
的
に
家
事

特集1

家
事
分
担
は
女
性
に
負
担
が

偏
っ
て
い
る

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
と

家
事
分
担
の
深
い
関
わ
り

2

内閣府「男女のライフスタイルに関する意識調査」（平成21年）より作成

家事大革命
～やる気になる男の家事

ご飯を作る、部屋を掃除する、洗濯物を干す……。
毎日の暮らしはたくさんの「家事」の積み重ねです。
あなたは家族と「家事」を共有していますか？

総務省「社会生活基本調査」（平成18年）より作成

夫婦の生活時間

家事分担の状況

この特集タイトル『家事大革命』は1981年に出版された米国の社会学者ドロレ
ス・ハイデンの著書から引用しています。日本語訳は1985年、頸草書房から出
版されています。翻訳：野口美智子・藤原典子他



や
育
児
に
参
加
で
き
る
時
間
を
作
る
た

め
に
も
、
生
活
と
仕
事
の
調
和
（
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
）
の
推
進
が

重
要
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

し
か
し
「
家
事
」
と
一
口
に
言
っ
て

も
、
育
児
・
介
護
な
ど
に
ま
つ
わ
る
家

事
も
あ
れ
ば
、
食
事
の
支
度
、
洗
濯
な

ど
日
常
生
活
を
営
む
上
で
必
要
不
可
欠

な
家
事
、
家
族
の
増
減
に
よ
っ
て
変
化

す
る
家
事
な
ど
様
々
で
す
。

日
本
は
男
性
の
家
事
・
育
児
時
間

に
つ
い
て
諸
外
国
と
比
較
す
る
と
最

低
レ
ベ
ル
で
す
。
あ
な
た
は
家
族
と

の
間
で
家
事
を
ど
の
よ
う
に
分
担
し

て
い
ま
す
か
。

自
分
の
都
合
に
合
わ
せ
て
こ
な
せ
る

家
事
と
は
別
に
、
三
度
の
食
事
の
準
備

な
ど
時
間
が
決
ま
っ
て
い
る
家
事
や
ト

イ
レ
掃
除
な
ど
の
「
汚
い
」
と
思
わ
れ
る

家
事
が
特
定
の
人
に
か
か
り
す
ぎ
て
い

な
い
か
な
ど
、
家
族
と
定
期
的
に
話
し

合
っ
て
み
る
こ
と
も
大
切
で
し
ょ
う
。

生
活
の
糧
を
得
る
た
め
の
就
労
と
、

日
常
生
活
を
維
持
し
て
い
く
家
事
は
人

が
生
き
て
い
く
た
め
の
両
輪
で
あ
る
と

い
え
ま
す
。
前
者
は
男
性
が
、
後
者
は

女
性
が
担
う
性
的
役
割
分
担
の
傾
向
が

顕
著
で
す
が
、
お
互
い
に
そ
こ
に
安
住

す
れ
ば
家
族
が
不
在
に
な
っ
た
場
合
に

困
る
の
は
あ
な
た
自
身
で
す
。
家
事
も

生
活
を
営
む
上
で
欠
か
せ
な
い
ス
キ

ル
。
家
事
能
力
を
磨
き
、
生
活
実
感
を

得
る
こ
と
は
人
生
を
豊
か
に
生
き
る
こ

と
で
も
あ
る
の
で
す
。

次
ペ
ー
ジ
で
は
時
間
と
労
力
を
掛
け

ず
に
手
際
よ
く
掃
除
を
行
う
コ
ツ
を
プ

ロ
か
ら
教
わ
り
ま
す
。
ま
ず
は
年
末
の

大
掃
除
か
ら
家
事
デ
ビ
ュ
ー
。

レ
ッ
ツ
ト
ラ
イ
＆
エ
ン
ジ
ョ
イ
！

諸
外
国
と
の
比
較
か
ら

み
え
て
く
る
こ
と

3

人
生
に
お
け
る
家
事
の

意
味
を
見
直
し
て
み
る

内科府「男女のライフスタイルに関する意識調査」（平成21年）より作成 厚生労働省「第6回21世紀成年者縦断調査」（平成19年）より作成

内閣府パンフレット「仕事と生活の調和のために」（2008）より

6歳未満児をもつ男性の家事・育児時間（1日あたり）

「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」
といった考え方について

妻の就業継続の有無
（夫の平日の家事・育児時間別）

それぞれの家事はどのくらいの頻度で主に誰が担当していますか？
この機会に一度見直してみてはいかがでしょう。

ふとんをたたむ

植物に水をやる

朝食を準備する

朝食の食器を洗う

ゴミを出す

洗濯をする

洗濯物を干す

クリーニングに出す

日用品・食材の買い物

昼食を準備する

昼食の食器を洗う

掃除をする（部屋・トイレ・風呂）

洗濯物を取りこむ

夕食を準備する

夕食の食器を洗う

洗濯物をたたむ

アイロンをかける

ふとんを敷く

妻 夫

※他にも思いついた家事があれば同じ様にチェックしてみてください。

毎日 不定期その他の家族



去
る
11
月
18
日
（
水
）、
25
日
（
水
）
の
二

回
に
わ
た
り
、
家
事
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の

神
長
一
徳
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
「
男
性
の
た

め
の
お
掃
除
講
座
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
年
末
に
向
け
て
、
家
族
に
一
目

置
か
れ
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
。
早
速
、
講

座
を
覗
く
と
、
期
待
を
込
め
て
か
幅
広
い

年
齢
層
の
多
く
の
男
性
た
ち
で
熱
気
に
溢

れ
て
い
ま
し
た
。

講
義
で
は
江
戸
時
代
に
は
じ
ま
っ
た
大

掃
除
の
由
来
か
ら
、
大
掃
除
の
必
須
個
所

ま
で
を
伝
授
。
電
源
プ
ラ
グ
と
コ
ン
セ
ン

ト
の
間
に
溜
ま
る
埃
が
湿
気
を
吸
っ
て
シ

ョ
ー
ト
し
発
火
す
る
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
現
象

は
、
①
湿
気
が
高
く
水
滴
の
直
接
か
か
る

位
置
に
あ
る
プ
ラ
グ
、
②
異
常
に

熱
く
な
っ
た
プ
ラ
グ
が
要
注
意
。

い
よ
い
よ
裏
技
披
露
の
瞬
間
に

な
る
と
、
参
加
者
の
目
が
一
段
と

輝
き
、
達
人
の
声
に

も
力
が
入
り
余
念
が

な
い
。「
拭
き
掃
除
の

裏
技
」
は
二
枚
の
雑

巾
を
使
い
体
験
実
施
。

ま
ず
一
枚
を
水
に
浸

し
、
絞
っ
て
広
げ
、

乾
い
た
も
う
一
枚
を

そ
の
上
に
重
ね
、
こ

の
二
枚
を
一
緒
に
丸

め
て
更
に
軽
く
し
ぼ
る
。
ほ
ど
よ
く
湿
っ

た
方
の
雑
巾
で
窓
ガ
ラ
ス
を
拭
く
と
洗
剤

要
ら
ず
、
乾
拭
き
要
ら
ず
で
き
れ
い
に
仕

上
が
り
ま
す
。

家
事
で
一
目
置
か
れ
た
い
男
性
た
ち
、

あ
な
た
も
こ
の
年
末
に
こ
の
エ
コ
ツ
ー
ル

を
試
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

事
業
協
力
ス
タ
ッ
フ
　
村
田
進
益

お
掃
除
の
講
座
に
男
性
ば
か
り
18
名
も

集
ま
っ
た
の
に
は
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

さ
す
が
に
男
性
向
け
ら
し
く
「
ち
り
・
あ
く

た
」
っ
て
何
だ
ろ
う
と
細
か
く
説
明
さ
れ

て
い
ま
し
た
。「
身
近
な
も
の
を
使
っ
て
効

率
よ
く
掃
除
す
る
」
に
徹
し
て
い
て
納
得
！

し
ま
し
た
。
時
間
が
あ
れ
ば
も
っ
と
色
々

な
裏
技
を
教
え
て
も
ら
い
た
か
っ
た
で
す
。

事
業
協
力
ス
タ
ッ
フ
　
橋
谷
信
代

最
初
に
汚
れ
が
発
生
す
る
し
く
み
や
洗

剤
の
特
徴
な
ど
の
理
論
を
学
び
そ
れ
を
ふ

ま
え
て
実
践
し
て
み
る
と
い
う
、
男
性
の

視
点
に
立
っ
た
ユ
ニ
ー
ク
な
お
掃
除
講
座

で
し
た
。
家
事
へ
の
関
心
が
低
い
と
い
わ

れ
る
中
高
年
の
男
性
も
多
数
参
加
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
壁
を
ひ
と
ふ
き
し
た
雑
巾
の

汚
れ
を
み
て
満
足
そ
う
に
微
笑
む
顔
が
と

て
も
印
象
的
で
し
た
。

事
業
協
力
ス
タ
ッ
フ
　
脇
坂
文
栄

4

特集1：家事大革命 ～やる気になる男の家事

男
性
の
た
め
の
お
掃
除
講
座

年
末
大
掃
除
大
作
戦
プ
ロ
か
ら
学
ぶ
裏
技
テ
ク
ニ
ッ
ク

手が届かない高い壁は、
ワイパーに雑巾を挟んで
拭き掃除

中性洗剤を数滴垂ら
した水で、ほどよく
湿った雑巾を作り
（作り方は上記参照）
雑巾をワイパーに挟
んで拭き掃除。
※紙クロス、石膏ボー
ド、塗り壁はNG。

コツ1

窓ふきは一筆書きで

鏡の水アカは耐水性やすりで

ほどよく湿った雑巾を
4つ折りにし、手の平
全体を使って小さく円
を描きながらふきあげ
ます。

コツ2

重曹とケチャップで
身体に安全な
研磨剤をつくる

食器や鍋の汚れを落とすのに、洗剤はあま
り用いたくないもの。重曹1：ケチャップ1
を混ぜ合わせた研磨剤は、汚れも良く取れ
安全です。

コツ4

蛇口のしつこい水アカは
ステンレスフォークで

長年こびりついた
水アカも、ステン
レスフォークを水
で濡らし、細かく
削り取っていくと
きれいになります。

フォークはほどよい弾力があり、口の中に
入れても傷をつけないよう細部に丸味を持
たせてあるため、最適な道具になります。

コツ5

1500番から
2000番のやすりを使って
水アカを削り落とします。
※鏡の端で傷にならないか試
してみてください。

コツ3
油汚れのしつこい換気扇は重曹を溶かした
湯に30分つけたのち洗うときれいになりま
す。更にしつこい汚
れの場合はスチーム
クリーナーを用いる
のも効果的です。

コツ8

油汚れはあたためてから

しつこい油汚れは、ドラ
イヤーの温風で温めてか
ら、ステンレスフォーク
で削ります。

コツ6

アルミ鍋の焦げつきは
重曹できれいに

雪平鍋など誤って焦が
してしまっても、沸騰
させた湯に重曹を加え
暫く煮立たせてから、
湯をすて熱いうちに擦
り洗いをするときれい
になります。

コツ7

実践を交えた講義は、明日からでも使えるものばかり。
質疑応答も活発に行われました。

ボウルなどに研磨剤を作り、スポンジにとって
細かく磨いていきます

※やけどをしないよう
手袋をしてください。

換気扇は重曹をとかし
たお湯につけ洗い



特集2：改正育児・介護休業法について

育児・介護休業法が改正されました！

育児・介護休業法に基づく紛争解決援助制度がスタートしました。

「育児休業・介護休業等育児又は家族介護を行う労働者の福祉に関する法律及び雇用保険法の一部を改正する法律」が
平成21年6月24日に成立し、7月1日に公布されました。
公布日から一年以内の政令で定める日が施行期日になります。以下現行と異なる点をポイントごとにまとめました。

育児・介護休業法に基づく紛争解決援助の対象（対象者：紛争の当事者である男女労働者及び事業主の方）

1
ポイ
ント

子育て期間中の働き方の見直し 2
ポイ
ント

父親も子育てができる働き方の実現

3
ポイ
ント

仕事と介護の両立支援

4
ポイ
ント

実効性の確保

短時間勤務制度の義務化

介護のための短期の休暇制度の新設

所定時間労働の免除の義務化

子の看護休暇の拡充

苦情処理・紛争解決の援助及び調停の仕組みの創設

勧告に従わない場合の公表制度及び報告を求めた場合に報告
をせず、又は虚偽の報告をした者に対する過料の創設

パパ・ママ育休プラス

出産後8週間以内の父親の育児休業取得の促進

労使協定による専業主婦（夫）除外規定の廃止

父母がともに育児休業を取得する
場合の休業期間の延長

改正育児・介護休業法の詳細は厚生労働省のホームページを参照ください。 http://www.mhlw.go.jp/topics/2009/07/tp0701-1.html

認定は平成22年4月1日
スタート

5



6

「
化
粧
品
メ
ー
カ
ー
の
株
式
会
社
ア
ル

ビ
オ
ン
は
、約
８
割
が
女
性
社
員
で
す
。

出
産
育
児
休
暇
取
得
の
増
加
や
、
土
日
祝

祭
日
を
含
む
シ
フ
ト
勤
務
に
対
応
可
能
な

保
育
所
が
見
つ
か
ら
ず
美
容
部
員
が
退
職

す
る
ケ
ー
ス
が
多
く
な
り
、
人
材
を
残
し

企
業
力
を
保
ち
つ
つ
存
続
す
る
た
め
に

は
、
結
婚
・
出
産
を
経
験
し
て
も
働
き
続

け
る
こ
と
が
可
能
な
職
場
環
境
の
整
備
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。」
こ
う
お
話
さ

れ
る
の
は
C
S
R（
企
業
の
社
会
的
責
任
）

グ
ル
ー
プ
の
小
池
愛
美
さ
ん
。

折
し
も
待
機
児
童
問
題
と
も
重
な
り
、

C
S
R
グ
ル
ー
プ
で
は
「
地
域
社
会
へ
の

貢
献
、
働
き
や
す
い
職
場
環
境
作
り
、
優

秀
な
労
働
力
確
保
」を
テ
ー
マ
に
企
業
内

保
育
所
の
設
立
に
む
け
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
発
足
。
無
記
名
で
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

行
う
な
ど
社
員
の
率
直
な
意
見
を
収
集
し

検
討
会
を
重
ね
ま
し
た
。

ま
た
東
京
都
の
次
世
代
育
成
に
対
す
る

取
り
組
み「
事
業
所
内
保
育
施
設
支
援
事

業
」の
補
助
対
象
に
な
っ
た
こ
と
も
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
後
押
し
し
、
厳
し
い
設
置
基

準
を
ク
リ
ア
し
た
こ
と
で
結
果
的
に
利
用

者
の
安
心
に
繋
が
り
ま
し
た
。

こ
う
し
て
本
年
4
月
に
ア
ル
ビ
オ
ン
事

業
所
内
保
育
所
「K

uukids

（
ク
ー
キ
ッ
ズ
）」

を
銀
座
に
開
園
。
深
刻
な
待
機
児
童
の
解

消
と
い
う
観
点
に
た
ち
地
域
の
契
約
企
業

と
共
同
利
用
が
可
能
な
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

型（
複
数
企
業
に
よ
る
共
同
利
用
型
）の

保
育
所
と
し
て
運
営
し
て
い
ま
す
。
ま
た

10
月
に
は
一
般
の
方
も
利
用
で
き
る
一
時

預
か
り
保
育
が
は
じ
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

特
徴
と
し
て
「
朝
８
時
か
ら
夜
９
時
ま

で
開
園
し
、
本
社
社
員
及
び
百
貨
店
で
働

く
美
容
部
員
が「
い
つ
で
も
」利
用
で
き

る
こ
と
」「
出
勤
時
間
な
ど
個
々
の
生
活

ペ
ー
ス
に
合
わ
せ
た
保
育
が
可
能
な
こ

と
」「
紙
オ
ム
ツ
な
ど
の
備
品
は
保
育
所

が
用
意
し
、
利
用
者
の
持
参
荷
物
を
減
ら

す
こ
と
」
な
ど
、
働
く
母
親
・
父
親
へ
の

配
慮
が
行
き
届
い
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
や
給
食
な
ど
子
ど
も
の
心

身
に
係
わ
る
ケ
ア
も
万
全
で
す
。

ま
た
季
節
行
事
を
通
し
て
、
地
域
や
利

用
者
以
外
の
社
員
と
交
流
を
行
い
、
様
々

な
状
況
で
働
き
続
け
て
い
る
社
員
の
周
知

と
相
互
理
解
に
努
め
て
い
ま
す
。「
早
く

復
職
で
き
て
良
か
っ
た
」「
普
段
接
し
な
い

他
部
署
の
保
護
者
と
交
流
機
会
が
あ
り
楽

し
い
」「
子
ど
も
を
連
れ
て
の
通
勤
が
心

配
だ
っ
た
が
今
は
子
ど
も
と
の
交
流
時
間

に
な
っ
て
い
る
」な
ど
利
用
者
か
ら
も
喜

ば
れ
て
い
ま
す
。

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
実
現

す
る
た
め
に
、
多
様
な
働
き
方
を
活
か
し

た
魅
力
あ
る
企
業
づ
く
り
を
し
て
い
る

（
株
）
ア
ル
ビ
オ
ン
は
社
員
の
生
活
を
豊

か
に
し
て
い
ま
す
。

広がる男女共同参画 企業レポート⑩ 株式会社 アルビオン（銀座）
事業所内保育所「Kuukids」仕事と育児の両立…働き続けやすい会社でありたい。

女性センターのホームページが開設されました

優しい先生ときめ
細やかな空間デザ
インに囲まれて、
すくすくのびのび
育ちます。

（株）アルビオン総務部
CSRグループ 小池愛美さん

http://bouquet21.genki365.net/

女性センター「ブーケ21」では、区ホームページにより

男女共同参画に関する情報をみなさんに広く提供していま

す。このたび新たに女性センターブーケ21ホームページも

開設しました。

このホームページでは、女性センターの施設紹介や事業

の案内など男女共同参画に関する情報のほか、女性センタ

ーを中心に活動している女性団体が、活動の紹介やイベン

ト情報・仲間の募集などの情報を掲載しています。

また、情報誌「Bouquet]（本誌）はバックナンバーも

含めご覧いただけます。

なお、これらの情報は、メールマガジンの登録をするこ

とで、ご登録のメールアドレスへ自動的に配信されます。

ご希望の方は、女性センター「ブーケ21」ホームページ

よりお申込みください。
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10
月
17
日（
土
）
午
後
1
時
30
分
か

ら
女
性
特
有
の
病
気
に
つ
い
て
の
理
解

を
深
め
る
た
め
、
国
立
が
ん
セ
ン
タ
ー

中
央
病
院
　
婦
人
科
医
長
　
加
藤
友
康

先
生
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

講
座
で
は
映
像
も
使
い
、
病
巣
や
手

術
の
様
子
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

検
診
を
躊
躇
す
る
女
性
は
多
い
と
思

い
ま
す
。
そ
の
せ
い
も
あ
る
の
で
し
ょ

う
か
？
検
診
率
は
欧
米
に
比
べ
か
な
り

低
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
早
期
発

見
が
い
か
に
大
切
で
あ
る
か
を
加
藤
先

生
の
お
話
か
ら
実
感
し
ま
し
た
。

「
恥
ず
か
し
い
」
を
「
勇
気
」
に
変
え

て
、
検
診
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
学
ん

だ
一
日
で
し
た
。

事
業
協
力
ス
タ
ッ
フ
　
北
村
龍
子

事
業
協
力
ス
タ
ッ
フ
企
画
講
座
の
第

二
段
が
10
月
31
日（
土
）女
性
セ
ン
タ
ー

「
ブ
ー
ケ
21
」で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

伊
藤
ウ
ロ
コ
の
五
代
目
跡
取
り
で
あ

る
専
務
取
締
役
　
伊
藤
嘉
奈
子
さ
ん
を

講
師
に
、
男
性
社
会
の
築
地
市
場
で
老

舗
を
守
る
た
め
に
奮
闘
さ
れ
て
い
る
姿

を
お
伺
い
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

講
座
は
、
男
性
社
会
で
あ
る
築
地
魚

河
岸
の
中
に
女
性
が
溶
け
込
む
こ
と
の

難
し
さ
、
葛
藤
を
中
心
に
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。
会
場
に
は
20
名
が
集
ま
り
講

師
の
講
義
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま

し
た
。事

業
協
力
ス
タ
ッ
フ
　
中
原
玲
子

●
日
時
　
平
成
22
年
2
月
20
日（
土
）

午
後
2
時
か
ら
3
時
30
分
ま
で

●
会
場
　
女
性
セ
ン
タ
ー
「
ブ
ー
ケ
21
」

●
講
師
　
タ
レ
ン
ト
・

芸
能
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
経
営

辻
　
イ
ト
子
氏

※
募
集
等
詳
し
く
は
１
月
15
日
号
区
の

お
し
ら
せ
に
掲
載
し
ま
す
。

区
で
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
を
推

進
し
、
事
業
を
広
く
お
知
ら
せ
す
る
た

め
に
、情
報
誌「
Ｂ
ｏ
ｕ
ｑ
ｕ
ｅ
ｔ
」（
本
誌
）

を
年
４
回（
３
月
、６
月
、９
月
、12
月
）

発
行
し
て
い
ま
す
。

情
報
誌
は
、
区
の
施
設
等
で
配
布
し

て
い
る
ほ
か
、
６
月
号
は
新
聞
折
込
で

区
内
全
域
に
配
布
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
女
性
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（
本
誌
６
頁
）
や
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

さ
ら
に
、
定
期
購
読
を
し
た
い
方
の

た
め
に
、
情
報
誌
の
郵
送
も
行
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

ご
希
望
の
方
は
、
送
付
先
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
を
ご
記
入
の
う
え
、
90

円
切
手
を
４
枚（
１
年
分
）お
送
り
く
だ

さ
い
。

申
込
先

〒
104-

0043
中
央
区
湊
１-

１-

１
　
　

中
央
区
立
女
性
セ
ン
タ
ー
　

女
性
セ
ン
タ
ー
で
は
、
各
種
図
書
資

料
等
の
貸
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
是

非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

部
下
を
定
時
に
帰
す
「
仕
事
術
」

女
性
の
働
き
方

お
ひ
と
り
さ
ま
の
「
法
律
」

事
業
協
力
ス
タ
ッ
フ
企
画
講
座

受
け
継
ぐ
こ
こ
ろ

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
力

情
報
誌
「
Ｂ
ｏ
ｕ
ｑ
ｕ
ｅ
ｔ
」

送
料
自
己
負
担
で
郵
送
し
ま
す

新
着
図
書
の
ご
案
内

事
業
協
力
ス
タ
ッ
フ
企
画
講
座

子
宮
が
ん
・
卵
巣
が
ん
と

向
き
合
う

（費用無料）

● 相談日（要予約）
毎月第1・2・4・5水曜日
第3水曜日

● 相談専用電話
03－5543－0653

講　演

事
業
協
力
ス
タ
ッ
フ
企
画
講
演
会

い
く
つ
に
な
っ
て
も
輝
こ
う
〜

浪
速
の
漫
才
師
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
人
生

佐々木常夫 著

ＷＡＶＥ出版

武石恵美子 著

ミネルヴァ書房

中澤まゆみ・
小西輝子 著
法研

わかりやすく丁寧な加藤先生の
説明は大変勉強になりました。

老舗を守る伊藤さ
んのお話に元気を
いただきました。
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川越市女性団体連絡協議会の方と一緒に集合写真。
お天気にも恵まれ、有意義な１日となりました。

「川越市 蔵の街のまちづ
くりについて」
NPO法人 川越市蔵の会
代表理事 原和之氏の講演
をお聞きしました。

川越市の男女共
同参画施策や、
川越市女性団体
連絡協議会の活
動について貴重
なお話を伺いま
した。

10
月
21
日
、
爽
や
か

な
秋
空
の
下
、
次
世
代

リ
ー
ダ
ー
育
成
事
業

「
男
女
共
同
参
画
リ
ー

ダ
ー
研
修
」
へ
の
参
加

者
37
名
を
乗
せ
て
バ
ス

は
中
央
区
役
所
前
を
出

発
、
一
路
目
的
地
川
越

へ
。
道
路
の
渋
滞
も
な

く
、
車
内
で
の
自
己
紹

介
が
終
わ
る
頃
に
は
川
越
市
民
会
館
に

到
着
。
蔵
の
会
の
原
代
表
理
事
に
よ
る

「
蔵
の
街
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て

の
お
話
を
伺
い
、
そ
の
後
6
つ
の
班
に

分
か
れ
て「
蔵
の
街
」を
視
察
し
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
川
越
市
役
所
に
て
女

性
団
体
連
絡
協
議
会
と
の
交
流
会
。
川

越
市
の
男
女
共
同
参
画
施
策
の
説
明
を

聞
き
、
連
絡
協
議
会
の
運
営
方
法
や

様
々
な
取
組
に
つ
い
て
お
話
を
伺
っ
た

後
、
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

新
し
い
出
会
い
を
通
じ
て
、
さ
ら
に

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
輪
が
広
が
る
こ
と
が

期
待
で
き
た
充
実
し
た
研
修
で
し
た
。

中
央
区
女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
副
会
長

三
田
富
貴
子

明
治
二
十
六
年
の
大
火
に
も
焼
け
ず
残

っ
た
大
沢
家
を
も
と
に
一
番
街
の
人
々
が

中
心
に
な
り
、
街
を
整
備
し
観
光
の
ま
ち

へ
と
発
展
さ
せ
た
川
越
の
パ
ワ
ー
の
大
き

さ
と
持
続
力
に
敬
服
し
ま
し
た
。
女
性
団

体
連
絡
会
も
十
二
年
を
経
て
交
流
、
学
習
、

広
報
の
各
部
会
に
分
か
れ
活
発
に
活
動
し

て
い
て
感
心
い
た
し
ま
し
た
。

今
回
の
研
修
に
は
若
く
多
方
面
で
活
躍

し
て
い
る
方
の
参
加
も
多
く
、
こ
れ
か
ら

の
中
央
区
を
担
っ
て
行
く
意
気
込
み
を
嬉

し
く
感
じ
ま
し
た
。
年
長
者
も
意
欲
的
で

そ
の
豊
富
な
経
験
や
知
恵
を
発
揮
し
て
、

互
い
に
力
を
合
わ
せ
る
必
要
性
を
強
く
感

じ
帰
途
に
つ
き
ま
し
た
。

蔵
の
ま
ち
　
川
越
を
た
ず
ね
て

川
越
「
や
ま
ぶ
き
会
館
」
に
着
き
「
蔵

の
会
」
代
表
の
原
知
之
様
よ
り
、
住
民
主

体
で
街
づ
く
り
を
し
、
守
り
続
け
て
い
る

「
蔵
の
街
」
の
ご
苦
労
話
に
感
服
し
、
お

話
を
参
考
に
耐
火
建
築
の
土
蔵
造
の
街

並
、
見
事
な
山
車
等
が
設
置
さ
れ
て
盛
大

な
祭
り
の
賑
わ
い
を
感
じ
る
ま
つ
り
会
館

を
視
察
し
ま
し
た
。

交
流
会
は
、
川
越
市
女
性
団
体
連
絡
協

議
会
の
方
々
と
行
わ
れ
ま
し
た
。
三
十
一

団
体
か
ら
成
り
、
広
報
部
、
学
習
部
、
交

流
部
が
置
か
れ
、
年
三
回
の
全
体
交
流
会

が
あ
る
と
の
事
で
、
会
場
に
は
活
動
の
足

跡
が
展
示
さ
れ
、
相
互
の
協
力
、
充
実
し

た
生
き
方
、
地
元
愛
が
聞
か
れ
て
、
と
て

も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

川
越
の
ま
ち
づ
く
り
は

住
民
主
体

交
流
会
で
は
、
出
席
の
川
越
市
女
性
団

体
連
絡
協
議
会
役
員
、
川
越
市
役
所
男
女

共
同
参
画
課
長
・
課
員
の
共
同
参
画
へ
の

熱
意
を
感
じ
ま
し
た
。

市
は
い
ち
早
く
共
同
参
画
を
条
例
に
定

め
、
協
議
会
も
講
演
会
等
に
よ
り
共
同
参

画
の
啓
発
を
行
い
、
女
性
の
地
位
向
上
に

取
り
組
ん
で
い
る
そ
う
で
す
。

協
議
会
役
員
か
ら
は
「
共
同
参
画
と
い

う
だ
け
で
は
だ
め
だ
。
私
た
ち
女
性
は
も

っ
と
勉
強
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」
な
ど

の
意
見
も
出
さ
れ
ま
し
た
。

市
民
団
体
及
び
行
政
の
共
同
参
画
実
現

へ
の
熱
意
と
決
意
を
感
じ
さ
せ
る
有
意
義

な
研
修
会
で
し
た
。

男
女
共
同
参
画
へ
の
熱
意
を

感
じ
ま
し
た

男
女
共
同
参
画

中
央
区
女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
中
央
区
共
催

リ
ー
ダ
ー
研
修
報
告

「
小
江
戸
」
川
越
を
訪
ね
る


